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(57)【要約】
　本発明は、ＯＬＥＤデバイス及びその製造方法、表示
パネル及び表示装置に関する。前記ＯＬＥＤデバイスは
、基板に設けられた第１電極と、前記第１電極に設けら
れた有機発光層と、前記有機発光層に設けられた第２電
極と、前記第２電極に設けられた積層体と、を含み、前
記積層体は、少なくとも１つの無機層と少なくとも１つ
の有機層とを含み、且つ、前記少なくとも１つの無機層
と前記少なくとも１つの有機層とは互いに間隔をおいて
設けられ、前記少なくとも１つの有機層の１つは、色変
換層を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＯＬＥＤデバイスであって、
　基板に設けられた第１電極と、
　前記第１電極に設けられた有機発光層と、
　前記有機発光層に設けられた第２電極と、
　前記第２電極に設けられた積層体と、を含み、
　前記積層体は、少なくとも１つの無機層と少なくとも１つの有機層とを含み、且つ、前
記少なくとも１つの無機層と前記少なくとも１つの有機層とは互いに間隔をおいて設けら
れ、
　前記少なくとも１つの有機層の１つは、色変換層を含むＯＬＥＤデバイス。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの無機層がバリア層として使用され、前記少なくとも１つの有機層
が平坦層として使用され、且つ、前記少なくとも１つの無機層の数は、前記少なくとも１
つの有機層の数と同じである請求項１に記載のＯＬＥＤデバイス。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの無機層がバリア層として使用され、前記少なくとも１つの有機層
が平坦層として使用され、且つ、前記少なくとも１つの無機層の数と前記少なくとも１つ
の有機層の数との差は１である請求項１に記載のＯＬＥＤデバイス。
【請求項４】
　前記色変換層は、色変換材料が設けられた変換領域と、前記変換領域の間に設けられた
ブラックマトリクスとを含む請求項２または請求項３に記載のＯＬＥＤデバイス。
【請求項５】
　前記変換領域は、間隔をおいて設けられた赤色光変換領域と緑色光変換領域と保持領域
とを含み、且つ、前記有機発光層は青色発光材料を含み、前記赤色光変換領域は入射する
青色光を赤色光に変換するために使用され、前記緑色光変換領域は入射する青色光を緑色
光に変換するために使用され、前記保持領域は入射する青色光を青色光に保持するために
使用される請求項４に記載のＯＬＥＤデバイス。
【請求項６】
　前記積層体の前記有機発光層に最も近い層は、無機層である請求項２に記載のＯＬＥＤ
デバイス。
【請求項７】
　前記色変換材料は、有機樹脂を含む請求項１から請求項３のうちいずれか１項に記載の
ＯＬＥＤデバイス。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のうちいずれか１項に記載のＯＬＥＤデバイスを含む表示パネル
。
【請求項９】
　請求項８に記載の表示パネルを備える表示装置。
【請求項１０】
　ＯＬＥＤデバイスの製造方法であって、
　基板に第１電極を形成するステップと、
　前記第１電極に有機発光層を形成するステップと、
　前記有機発光層に第２電極を形成するステップと、
　前記第２電極に、少なくとも１つの有機層と少なくとも１つの無機層とを含む積層体を
形成し、且つ、前記少なくとも１つの無機層と前記少なくとも１つの有機層とは互いに間
隔をおいて設けられるステップと、を含み、
　前記少なくとも１つの有機層の１つは、色変換層を含むように配置されるステップを含
むＯＬＥＤデバイスの製造方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
本出願は、２０１６年６月８日に出願された中国特許出願第２０１６１０４０２３０７．
３号の優先権を主張するものであり、本出願の一部としてその全体が参照により本明細書
に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、表示技術分野に関し、具体的には、ＯＬＥＤデバイス及びその製造方法、表
示パネル及び表示装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　オーディオおよびビデオ製品に対する消費者の需要が高まるにつれて、高解像度で高品
質のディスプレイの生産に対する需要も高まっている。有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎ
ｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ，ＯＬＥＤ）は、自発光、高輝度、広
視野角、高速応答、Ｒ、Ｇ、Ｂフルカラーなどの特性を具備したので、次世代ディスプレ
イのスターとなっている。
【０００４】
　現在市場には、表示パネルとして中小型ＯＬＥＤを使用したオーディオパネルと携帯電
話があり、今後ＯＬＥＤの応用範囲を、モバイル製品、ノートパソコン、モニター、壁掛
けテレビなどの大型ディスプレイ市場にまで拡大することができるが、フルカラー技術は
ＯＬＥＤの不可欠なキーテクノロジーである。
【０００５】
　現在、大型ＯＬＥＤの普通の技術は、カラーフィルター法（ＷＣＦ）や色変換法（ＣＣ
Ｍ）に薄膜パッケージング技術を組む合わせて採用して、ボトムエミッション機能を達成
している。しかしながら、上述した２つの方法の大型ＯＬＥＤボトムエミッションデバイ
スの開口率は明らかに不十分である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の実施例の目的は、従来技術のＯＬＥＤデバイス、特に大型のＯＬＥＤデバイス
の開口率が低く、軽薄化が悪い問題点を解決することができるＯＬＥＤデバイス及びその
製造方法、表示パネル及び表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明の一つの目的は、ＯＬＥＤデバイスを提供することにある。
【０００８】
　本発明の第１態様は、ＯＬＥＤデバイスが提供され、前記ＯＬＥＤデバイスは、基板に
設けられた第１電極と、前記第１電極に設けられた有機発光層と、前記有機発光層に設け
られた第２電極と、前記第２電極に設けられた積層体と、を含み、前記積層体は、少なく
とも１つの無機層と少なくとも１つの有機層とを含み、且つ、前記少なくとも１つの無機
層と前記少なくとも１つの有機層とは互いに間隔をおいて設けられ、前記少なくとも１つ
の有機層の１つは、色変換層を含む。
【０００９】
　一実施例では、前記少なくとも１つの無機層がバリア層として使用され、前記少なくと
も１つの有機層が平坦層として使用され、且つ、前記少なくとも１つの無機層の数は、前
記少なくとも１つの有機層の数と同じである。
【００１０】
　一実施例では、前記少なくとも１つの無機層がバリア層として使用され、前記少なくと
も１つの有機層が平坦層として使用され、且つ、前記少なくとも１つの無機層の数と前記
少なくとも１つの有機層の数との差は１である。
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【００１１】
　一実施例では、前記色変換層は、色変換材料が設けられた変換領域と、前記変換領域の
間に設けられたブラックマトリクスとを含む。
【００１２】
　一実施例では、前記変換領域は、間隔をおいて設けられた赤色光変換領域と緑色光変換
領域と保持領域とを含み、且つ、前記有機発光層は青色発光材料を含み、前記赤色光変換
領域は入射する青色光を赤色光に変換するために使用され、前記緑色光変換領域は入射す
る青色光を緑色光に変換するために使用され、前記保持領域は入射する青色光を青色光に
保持するために使用される。
【００１３】
　一実施例では、前記積層体の前記有機発光層に最も近い層は、無機層である。
【００１４】
　一実施例では、前記色変換材料は、有機樹脂を含む。
【００１５】
　本発明の別の目的は、表示パネルを提供することにある。
【００１６】
　本発明の第２態様は、表示パネルが提供され、前記表示パネルは、上記のＯＬＥＤデバ
イスを含む。
【００１７】
　本発明のさらなる目的は、表示装置を提供することにある。
【００１８】
　本発明の第３の態様は、表示装置が提供され、前記表示装置は、上記の表示パネルを含
む。
【００１９】
　本発明のさらなる目的は、ＯＬＥＤデバイスの製造方法を提供することにある。
【００２０】
　本発明の第４の態様は、ＯＬＥＤデバイスの製造方法が提供され、前記方法は、基板に
第１電極を形成するステップと、前記第１電極に有機発光層を形成するステップと、前記
有機発光層に第２電極を形成するステップと、前記第２電極に、少なくとも１つの有機層
と少なくとも１つの無機層とを含む積層体を形成し、且つ、前記少なくとも１つの有機層
と前記少なくとも１つの無機層とは互いに間隔をおいて設けられるステップと、を含み、
前記少なくとも１つの有機層の１つは、色変換層を含むように配置されるステップを含む
。
【００２１】
　一実施例では、前記少なくとも１つの無機層がバリア層として使用され、前記少なくと
も１つの有機層が平坦層として使用され、前記方法は、前記少なくとも１つの無機層を前
記少なくとも１つの有機層と数が同じになるように配置するステップを含む。
【００２２】
　一実施例では、前記少なくとも１つの無機層がバリア層として使用され、前記少なくと
も１つの有機層が平坦層として使用され、前記方法は、前記少なくとも１つの無機層を前
記少なくとも１つの有機層と数の差が１になるように配置するステップを含む。
【００２３】
　一実施例では、前記色変換層は、色変換材料が設けられた変換領域を含み、色変換層を
形成することは、前記変換領域の間にブラックマトリクスを形成することをさらに含む。
【００２４】
　一実施例では、前記変換領域を形成することは、間隔をおいて設けられた赤色光変換領
域と緑色光変換領域と保持領域を形成することを含み、且つ、前記有機発光層は青色発光
材料を含み、前記赤色光変換領域は入射する青色光を赤色光に変換するために使用され、
前記緑色光変換領域は入射する青色光を緑色光に変換するために使用され、前記保持領域
は入射する青色光を青色光に保持するために使用される。
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【００２５】
　一実施例では、前記積層体の前記有機発光層に最も近い層は、無機層である。
【００２６】
　一実施例では、前記色変換材料は、有機樹脂を含む。
【００２７】
　本発明の実施例の技術的案をより明確に説明するために、実施例の図面を以下に簡単に
説明する。以下に記載される図面は、本発明のいくつかの実施例のみに関連し、本発明を
限定するものではないことを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１（ａ）】本発明の一実施例によるＯＬＥＤデバイスの概略構造図である。
【図１（ｂ）】本発明の一実施例によるＯＬＥＤデバイスの概略構造図である。
【図２】本発明の一実施例によるＯＬＥＤデバイスの概略構造図である。
【図３】本発明の一実施例によるＯＬＥＤデバイスの概略構造図である。
【図４】本発明の一実施例によるＯＬＥＤデバイスの製造方法を示すフローチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
本発明の実施例の目的、技術的案および利点をより明確にするために、以下に添付の図面
と併せて本発明の実施例の技術的案を、明らかかつ完全に記載する。記載された実施例は
本発明の一部であり、全部の実施例ではないことは明らかである。本発明に記載された実
施例に基づいて、創作作業の必要なしに当業者によって得られる他のすべての実施例も本
発明の範囲内である。
【００３０】
　本発明の要素およびその実施例について説明する時、文脈で他に明示的に述べられてい
ない限り、本明細書および添付の特許請求の範囲で使用される単数形は複数形を含み、逆
も同様である。したがって、単数形を指す場合、通常対応する用語の複数形を含む。用語
「含める」、「含む」、「含有」および「具備する」は包括的であり、列挙された要素以
外の追加の要素が存在し得ることを示すことを意図する。
【００３１】
　以下で説明する目的のために、図面に示されているように、用語「上」、「下」、「左
」、「右」、「垂直」、「水平」、「頂」、「底」及びその派生語は、パブリックテキス
トに関連するべきである。用語「上書きする」、「…の頂上に」、「…の上に位置する」
または「…の頂上に位置する」とは、第１構造のような第１要素が、第２構造のような第
２要素の上に存在することを意味し、界面構造などの中間要素が第１要素と第２要素との
間に存在し得る。「接触させる」という用語は、第１構造のような第１要素と、第２構造
のような第２要素とを、２つの要素の界面で他の要素を介してまたは他の要素がなしで接
続することを意味する。
【００３２】
　本発明の一実施例において、提供されるＯＬＥＤデバイスは、基板に設けられた第１電
極と、第１電極に設けられた有機発光層と、有機発光層に設けられた第２電極と、第２電
極に設けられた積層体と、を含み、積層体は、少なくとも１つの無機層と少なくとも１つ
の有機層とを含み、且つ、少なくとも１つの無機層と少なくとも１つの有機層とは互いに
間隔をおいて設けられ、少なくとも１つの有機層の１つは、色変換層を含む。当該積層体
はカプセル化層として使用される。
【００３３】
　図１は、本発明の不同の実施例のＯＬＥＤデバイスの概略構造図である。
【００３４】
　図１（ａ）は、少なくとも１つの無機層の層数が少なくとも１つの有機層の層数と同じ
である場合を示している。図１（ａ）に示すように、該ＯＬＥＤ装置は、基板１と、基板
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に設けられた第１電極２と、第１電極に設けられた有機発光層３と、有機発光層に設けら
れた第２電極４と、第２電極に設けられた積層体１００とを含む。積層体１００は、互い
に間隔をおいて設けられた無機層５、有機層６、無機層７、有機層８、無機層９及び有機
層１０を含む。このうち、有機層６、有機層８及び有機層１０のいずれか一つは色変換層
を含むことができる。但し、必要に応じて、有機層６、有機層８及び有機層１０の少なく
とも一方は色変換層を含むように設けられていてもよい。本発明では、例として色変換層
を含む有機層は１つの層のみであることを説明する。なお、ここでは、積層体が３つの無
機層と３つの有機層を含むことを例として説明するが、有機層の数は３つに限定されず、
任意の数であってよく、無機層の数は３つに限定されず、任意の数であってよい。
【００３５】
　図１（ｂ）は、少なくとも１つの無機層の層数と少なくとも１つの有機層の層数との差
が１である場合を示している。図１（ｂ）に示すように、該ＯＬＥＤ装置は、基板１と、
基板に設けられた第１電極２と、第１電極に設けられた有機発光層３と、有機発光層に設
けられた第２電極４と、第２電極に設けられた積層体１００'とを含む。積層体１００'は
、互いに間隔をおいて設けられた有機層６'、無機層７ '及び有機層８'を含む。このうち
、有機層６ '及び有機層８'のいずれか一つは色変換層を含むことができる。但し、必要
に応じて、有機層６ 'と有機層８'とも、色変換層を含むように設けられていてもよい。
本発明では、例として色変換層を含む有機層は１つの層のみであることを説明する。なお
、ここでは、積層体が１つの無機層と２つの有機層を含むことを例として説明するが、有
機層の数は２つに限定されず、任意の数であってよく、無機層の数は１つに限定されず、
任意の数であってよい。
【００３６】
　基板に第１電極を形成し、第１電極に有機発光層を形成し、有機発光層に第２電極を形
成し、第２電極に、少なくとも一つの積層体のそれぞれが基板の上面に垂直な方向に順に
設けられた無機層と有機層とを含むように、少なくとも一つの積層体を形成し、また、少
なくとも一つの積層体の中の一つの積層体の有機層を色変換層として形成することにより
、デバイスを軽薄くしつつＯＬＥＤの開口率を効果的に高めることができ、プロセスを単
純化し、製造コストを低減し、得られるデバイスの構造をよりコンパクトにする。
【００３７】
　以下では、少なくとも一つの無機層の数と少なくとも一つの有機層の数がともに３であ
ることを例として説明する。
【００３８】
　図２は、本発明の一実施例のＯＬＥＤデバイスを示す概略図である。図２は、図１（ａ
）に基づくさらなる図である。図２に示す構造では、積層体の前記有機発光層に最も近い
層が無機層である。無機層５、無機層７及び無機層９は、水蒸気及び空気を遮断するよう
に、バリア層として使用される。バリア層は、透明無機材料（例えば、酸化物、フッ化物
、窒化物）、および水および酸素を遮断するのに適した他の材料を含む。有機層は、無機
層応力の影響を緩和し、優れた粒子コーティング効果を提供するように、平坦層として使
用される。平坦層は、ポリマーフィルムおよび平坦層を作るのに適した他の任意の材料を
含む。デバイスのパッケージ性能は、バリア層および平坦層の数および構成要素を調整す
ることによって調整することができる。
【００３９】
　基板は、剛性基板であってもよく、フレキシブル基板であってもよく、ポリマー、金属
箔、超薄型ガラスなどの基板の製造に適した任意の材料を含み得る。第１電極および第２
電極は、金属、導電性酸素化合物、導電性有機分子、導電性ポリマー、および/またはそ
れらの組み合わせを含むが、これらに限定されない。色変換層における色変換材料は、有
機樹脂を含んでもよい。
【００４０】
　図２に示す実施例では、有機層１０は、色変換層を含む。図２からわかるように、該色
変換層は、色変換材料が設けられた変換領域ＣＣＭと、変換領域ＣＣＭの間に配置された
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ブラックマトリクスＢＭとを含む。なお、変換領域ＣＣＭおよびブラックマトリクスＢＭ
の数は、図示の数に限定されるものではない。
【００４１】
　図３は、本発明の一実施例によるＯＬＥＤデバイスの概略図をさらに示す。図３に示す
ように、変換領域ＣＣＭは、間隔をおいて設けられた赤色光変換領域ＣＣＭ－Ｒ、緑色光
変換領域ＣＣＭ－Ｇ、および保持領域ＣＣＭ－０を含む。有機発光層３は、青色発光材料
を含む。赤色光変換領域ＣＣＭ－Ｒは、入射する青色光を赤色光に変換するために使用さ
れ、緑色光変換領域ＣＣＭ－Ｇは、入射する青色光を緑色光に変換するために使用され、
保持領域ＣＣＭ－０は、入射する青色光を青色光に保持するために使用される。
【００４２】
　図４は、本発明の一実施例によるＯＬＥＤデバイスの製造方法を示すフローチャートで
ある。一実施例では、ＯＬＥＤデバイスの製造方法は、以下のようなステップを含む。
【００４３】
　ステップＳ１：第１電極を形成する。すなわち、基板に第１電極を形成する。
ステップＳ２：有機発光層を形成する。すなわち、第１電極に有機発光層を形成する。
ステップＳ３：第２電極を形成する。すなわち、有機発光層に第２電極を形成する。
ステップＳ４：色変換層を含む積層体を形成する。すなわち、第２電極に、少なくとも１
つの有機層と少なくとも１つの無機層とを含む少なくとも１つの積層体を形成し、且つ、
少なくとも１つの有機層と少なくとも１つの無機層とは互いに間隔をおき、また、このス
テップは、少なくとも１つの有機層の１つは、色変換層を含むように配置されるステップ
をさらに含む。
【００４４】
　一実施例では、無機層はバリア層として使用され、有機層は平坦層として使用され、こ
の方法は、少なくとも１つの無機層を少なくとも１つの有機層と数が同じになるように配
置するステップを含む。
【００４５】
　一実施例では、無機層はバリア層として使用され、有機層は平坦層として使用され、こ
の方法は、少なくとも１つの無機層を少なくとも１つの有機層と数の差が１になるように
配置するステップを含む。
【００４６】
　色変換層は、色変換材料が設けられた変換領域を含み、色変換層を形成することは、変
換領域の間にブラックマトリクスを形成することをさらに含むことができる。
【００４７】
　変換領域を形成することは、間隔をおいて設けられた赤色光変換領域と緑色光変換領域
と保持領域を形成することを含み、且つ、有機発光層は青色発光材料を含み、赤色光変換
領域は入射する青色光を赤色光に変換するために使用され、緑色光変換領域は入射する青
色光を緑色光に変換するために使用され、保持領域は入射する青色光を青色光に保持する
ために使用される。
【００４８】
　一実施形態では、前記積層体の前記有機発光層に最も近い層は、無機層である。色変換
材料は、有機樹脂を含むことができる。
【００４９】
　本発明の実施例の表示パネルは、上述のＯＬＥＤデバイスを含む。本発明の実施例の表
示装置は、上述の表示パネルを含む。表示装置は、表示パネル、ディスプレイ、テレビ、
タブレットコンピュータ、携帯電話、ナビゲータなどの表示機能を有する表示装置であっ
てもよく、これに限定されるものではない。
【００５０】
　本発明の実施例では、変換領域の材料、保持領域の材料、及びブラックマトリクスの材
料は全部有機層材料とすることができ、色変換機能を実現することができると共に、有機
層と無機層とからなる従来のパッケージ積層体のなかの有機層を置き換えることができる
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ションデバイスに比べて開口率を向上させることができ、色変換層を含む有機層で従来の
パッケージ積層体のなかの有機層を置き換えることで、デバイスがより軽薄くなり、生産
工程が簡略化され、製造コストが低減され、得られるデバイスの構造がよりコンパクトに
なる。
【００５１】
　なお、本発明において、少なくとも１つの積層体のなかの一つの積層体の有機層が色変
換層を有しているが、色変換層を有する有機層の数を１つに限定するのではなく、２つま
たは２つ以上の有機層が色変換層を有する技術方案も本発明の範囲内に入る。
【００５２】
　ある特定の実施例を説明してきたが、これらの実施例は単なる例示として提示されてお
り、本発明の範囲を限定することを意図するものではない。実際に、本明細書に記載され
た新規の実施例は、様々な他の形態で具体化されてもよく、さらに、本発明の精神から逸
脱することなく、ここに記載された実施例の形態における様々な省略、置換および変更を
行うことができる。添付の特許請求の範囲およびそれらの均等物は、本発明の精神および
範囲内にあるそのような形態または改変を包含するように意図されている。
【符号の説明】
【００５３】
１　基板
２　第１電極
３　有機発光層
４　第２電極
５　無機層
６　有機層
７　無機層
８　有機層
９　無機層
１０　有機層
１００　積層体
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